
令和８年度 第２回磐田市上下水道事業審議会 議事録 

 

日 時：令和８年８月１７日（月）午前１０時００分から午後０時０５分まで 

会 場：磐田市福田支所 ３階 大会議室 

出席者：委員１０名 

佐藤和美 委員、宮原高志 委員、長田功 委員、加藤博信 委員、 

杉浦公子 委員、藤崎淳 委員、藤原孝一 委員、松下隆彦 委員、 

柏原典子 委員、山下建二 委員 

（欠席 １名  太田雄介 委員） 

事務局（環境水道部長、上下水道総務課長、上下水道工事課長、上下水道総務課課

長補佐、上下水道工事課課長補佐、上下水道総務課給排水サービスグループ長、上

下水道工事課下水道工事グループ長、上下水道工事課水道工事グループ長、上下水

道総務課担当） 

傍聴者：０名（報道機関 １名） 

 

進行：上下水道総務課給排水サービスグループ長 

１．開 会（省略） 

２．定足数の報告（委員総数１１名中１０名の出席により会議成立） 

３．会長あいさつ（省略） 

４．議 事 

（１）水道事業の現状分析、将来見通しについて 

事務局から説明の後、次のような質疑応答がされました。 
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逓増制のことがよく分からない。当市より逓増度の高い市は、基本水

量が無いため逓増度が高くなっているとのことだが。 

 

 逓増度とは、従量料金の一番低いところの単価と、高いところの単価

の比率を表している。当市より逓増度の高い市は、基本水量を既に廃止

している。廃止をすると、使用水量が少ない方に多少なりとも影響が出

てくるので、使用水量が少ない方への配慮から、使用水量の少ない方の

従量料金の単価を少し下げているため、逓増度が高くなっている。基本

水量を廃止した市と、基本水量を設けている市がある中で、グラフで表

すとこのようになる。 

 

 地震で水道が止まると、大変困ると思う。２６.２％の管路が耐震化さ

れているが、地区によって差があると思うが、周知はどうなっているか。

市民がどう感じるか、料金を改定するにあたり、このことが見えてくる

といいと思う。 
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 １，３９０Kmある全体の耐震化完了までは難しいが、６２箇所ある避

難所と水道施設を結ぶ管路の耐震化を、年間１４．５億円使い、優先的

に進めている。計画では令和１６年度に終わる予定。なお、ホームペー

ジで、一人１日３リットル７日間の備蓄をお願いしている。 

 

交流センター等への避難を前提として考えているという事でよいか。 

 

 はい。 

 

 水道事業における物価高騰とは、人件費以外に何の支出があるか。 

 

 水道施設の配管や、施設の電気設備・機械設備の価格が上がっている。 

 

 水道工事等をした時の工事費の増加も入るのか。 

 

はい。 

 

人件費の増加の内訳は、水道メーターの検針員の人件費か。 

 

委託で行っている検針費用も、人件費の高騰によって上がっている。 

 

一番大きい支出の増加は人件費か。それとも工事費か。 

 

 全てのものが上がっている。かかる経費の大きさからは、工事費が占

める割合は影響が大きい。 

 

 受水費とは県から水を買っているものだと思うが、購入量は決まって

いるのか。 

 

 契約水量が１日あたり５１，９００㎥と決まっている。そのうえで、

使用料が費用として発生している。 

 

 自己水はどのくらいあって、地下水を汲み上げる経費はどのくらいか

かっているのか。 

 

 県水との割合は、半分ずつを目標にしているが、現在の県水と自己水

の割合は、県水が約５７パーセント、自己水が約４２パーセントになっ
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ている。自己水で一番費用がかかるのは電気代で、約１億円かかってい

る。 

 

 市民の使用量が、受水量より下回ることはないか。 

 

 その様なことは無いと考える。 

 

令和４年度の純利益が減っているのはなぜか。 

 

令和４年度に、施設のテレメーター遠隔監視装置の更新を行った関係

で、費用が多く発生し一時的に純利益が減った。令和４年度は異常数値

であり、これを除くと費用は少しずつ増えてきている。 

 

 令和７年度の料金回収率がかなり下がっているがなぜか。 

 

令和７年度は、物価高騰対策として、水道料金の基本料金を、一般家

庭については２か月分の減免を行った影響により、料金回収率が減っ

た。なお、経営的には、減免で減った分については、国からの補助金が

一般会計を通じて水道会計に入ってきているため影響がない状況とな

っているが、数値上は出てきてしまう。 

 

 水道事業においては、市債は使っているのか。 

 

 企業債がそれにあたる。 

 

 広域化とはどのようなものを考えているか。浜松市や袋井市等の近隣

の市町と共同で資材の購入や事業等を行う考えがあるのか。また、官民

連携については、第１回審議会でウォーターＰＰＰは行わないとのこと

だったが、今回話をするのか。 

 

 広域化に関しては、以前から話が出ている。全国的に水道事業は同じ

ような状況になっており、問題の解決に向けてスケールメリットを出し

ていくことを国としても進めている。この辺りでは、遠州水道（湖西市・

浜松市から袋井市・森町のエリア）の括りで検討をしているが、県や浜

松市など関係者が多く具体的な議論は進められていない。しかし、スケ

ールメリットに関しては、広域化は有効な手段であるため、問題解決に

向けた必要な取組として書かせていただいた。また、ウォーターＰＰＰ

の議論は、下水道事業において検討をしているが、水道事業では現時点、
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検討はしていない。 

 

 広域化の検討が進まない理由は、何か障害になっているのか。 

 

 関係する事業体が多く、浜松市が大きな合併をしてスケールメリット

が働いていることもあり、事業体によって温度差があると感じている。

資材の共同購入や災害対応での広域化や連携に関しては検討を行って

いるが、経営のそのものに直結する検討は難しいところがあると感じて

いる。 

 

 企業債の引受先はどこか。 

 

 企業債の借入先は、公営企業に関しては、政府系の借入の機関や、自

治体が共同出資した資金調達のための組織から借り入れしている。民間

の金融機関からも一部、借り入れしている。 

 

 毎年度、継続して４億円を借り入れしていて、償還金が５億円となっ

ているが、返す際の利率は決まっているのか。 

 

 資金調達をするにあたり、毎年、利率は変わり、その時の融通条件に

よって借入れを行っており、毎年度４億円程を借り入れている。返済も

毎年度同じような年数で行っているため、企業債償還金については、現

状、毎年度同じような額で発生している。 

 

 ほかの自治体も同じと理解していいか。 

 

 基本的な考え方は同じかと思うが、どれくらいお金を借金をして事業

を進めるかに関しては、各事業体のそれぞれの考え方による。借金をた

くさんしてでも、耐震化を進める所があるかもしれないし、経営状況の

ことを考えてできるだけ借金はしないようなところもあるのかもしれ

ない。本市は、バランスを取る形で毎年度４億円を借入額と決めている。

企業債のみならず、料金収入も含めた収入が厳しくなってきているた

め、次回以降の審議会で、料金と企業債の借入れも含めて、どの様に資

金調達していくか皆さんに見ていただけたらと思う。 

 

 料金体系について、基本水量を無くす場合のイメージが掴めない。ど

の様なメリットがあり、その代わりの費用をどこかで負担するような部

分があると思うが、その辺を詳しく説明願いたい。 
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 基本水量については、料金改定の実施の有無のみならず、制度の存続

についても大きな論点になってくるかと思う。基本水量を設けるメリッ

トとデメリットがそれぞれあり、使用水量が少ない方は安く使えるメリ

ットがあるが、基本水量よりもすごく少ない方は、使っても使わなくて

も料金が一定になってしまうデメリットがあり、不公平になっている。

今後の審議においては、少ない水量の方への配慮と、その部分をどこで

持つようにするか、現状は水量が多い方に持っていただいているので、

少ない使用者への配慮と、多い使用者への配慮の両方のバランスになっ

てくると考えている。両方をみて審議していただけるとありがたい。 

 

 基本料金を今までもらっていた部分について、使用した分だけの料金

になると、そこの部分の単価を多少上げる議論のイメージでいいか。 

 

 そのとおり。基本料金については、次回以降に詳しく見ていくが、基

本料金として一定で負担をしていただく部分については、本来はもっと

上げていきたいという考え方がある。水道事業には固定してかかる経費

があるが、固定してかかる部分は基本料金でなるべく補うという原則的

な考え方がある。しかし、固定部分の全部を基本料金で持つようにする

と、皆さんが高い料金になってしまうことから、現状、逓増度を設けて

いるので、基本料金の設定をどうするかも今後の論点になる。 

 

基本料金のところで、どうしても固定経費がかかるとあるが、人口の

減少が多いところと、人口密度が高いところがあるが、そこの部分は加

重平均で計算を行うのか。 

 

 市内は一律料金で設定しているので、加重平均の考え方は採らないと

思われる。 

 

 交流センターや学校の料金も、一般家庭と同じで一律か。 

 

 はい。公共施設用の料金体系を設けていない。 

 

 学校や交流センターは、それぞれの単位で支払っているのか。 

 

 はい。 

 

 逓増度とは、水道事業の独自の言葉か。また、逓減はあるか。逓増度
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と逓増率の意味の違いは。 

 

 逓増度は、水道事業以外でも使用する。逓減も、料金の区分が大きい

部分での配慮の考え方として含まれてくるため、制度としてはある。逓

増度と逓増率は、どちらも料金が増える傾斜の割合を示すもので同じ考

えになる。 

 

有収率が令和５年度に上がっているがなぜか。 

 

令和４年度に、豊岡地区で大きな漏水があり、令和４年度に有収率が

かなり下がった。令和５年度に見つけることができ回復した。令和６年

度にまた下がったが、管の老朽化が原因で、見つけられてはいない。し

っかりと漏水を発見できるよう、漏水調査で効果が発揮できるＡＩと衛

星を使った調査を進めている。 

 

 たくさん水を使うところはどんなところか。 

 

大きな工場や会社が多い。 

 

工場は、水道だけ使っているか。 

 

工業用水道もあるので、市の水道ばかりではない。 

 

 耐震化については、計画的に進んでおり感心している。特に基幹管路

が完了しているのが大きい。施設の耐震化も８６．５％まで進んでおり、

計画性を感じた。前回の審議会で有効率は８７．４％、無効水量が１２．

６％だった。有効率と有収率を上げていくには漏水を減らす、管路の更

新にあると思う。令和１６年度に避難所の耐震化が終わった場合、耐震

化率はどのくらい上がるのか。また、目標値があれば伺いたい。更に、

有効率が改善した後の、目標値も伺いたい。 

 

耐震化すると更新にもつながる。今の計画全てでは、全体の耐震化率

は、年１％強進んでいく。１，３９１Kmの管路すべての耐震化が終わる

のは令和４５年度の予定。その中で、現在は避難所と水道施設を結ぶ管

路を重点的に進めている。 

 

 有収率が８４％、有効率が８７％との差３％は、消防水量等に使われ

ていると思うが、料金の収納の回収が遅れている場合、何％くらいにな
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るのか。有収率と有効率の差を縮めることはできるのか。 

 

 料金の収納と無収水は、直接にはリンクしないと考える。 

 

 収納が遅れを改善できる部分があればと思った。 

 

料金の未収対策は継続して行っている。料金の収納は、料金センター

に委託している。料金の未納が有る場合、納付のお願いを継続して行っ

ており、現年では、９９．６％ほどの収納率になっている。滞納の過年

度分は収納が難しくなるので、現年分の料金を確実に支払ってもらうよ

う徹底していく。 

 

 口径別でどのくらいの割合で利用があるかと、料金収入の口径別の割

合のデータを、次回の資料でお願いしたい。 

 

 

（２）下水道事業の現状分析、将来見通しについて 

事務局から説明の後、次のような質疑応答がされました。 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 磐南浄化センターの耐震化率が６５．２％であるが、何％まで上げる

という目標値はあるか。 

 

磐南浄化センターの耐震化の計画は、建物内の機械設備や電気設備の

更新に併せて施設を更新する計画を立てている。現時点では、令和２１

年度までに全ての建物の耐震化が１００％になる予定になっている。 

 

 各地で地震が起きている中で、令和２１年度までにというのは遅くは

ないのか。 

 

 同程度の市と比べ、それほど遅れていないと考えている。 

 

 累進度が高いのは基本料金が関係していると思うが、浜松市は基本水

量がなくても、磐田市より累進度が高くないのはどうしてか。 

 

累進度については、浜松市は磐田市より低いが、基本水量を設けてい

ないことで累進度が高くなっている。磐田市は、基本水量を設けている

にもかかわらず、基本水量がない市より累進度が高くなっているので、

バランスから見ても、ある程度の逓増度は見直が必要かと思っている。 
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累進度は、使用料金表の単価が一番大きいところと、一番小さいとこ

ろの差の割合になるが、現在、１７㎥から２０㎥までの単価を抑える使

用料金体系になっている。ここの単価と、一番大きい単価との差が大き

いため、累進度を出すと大きな差になってしまう。単価表の区切りや、

単価をどう設定するかで出方が変わるので、極端になっていると思う。

この辺も今回の審議で見ていただけるといいと思う。 

 

 ５年前の審議会後の１１月議会において、使用料単価を１３５円／㎥

にする。基本料金割合を３５％に決めたとある。経費回収率は７７％く

らいだったものが、令和５年で８５％くらいまで上がってきている。こ

の時は、経費回収率を１００％にするといった上げ方だったのか。また、

基本料金割合とは何か、社会資本整備総合交付金をいくらくらい受けて

いるのか。 

 

 前回の使用料改定における経費回収率は、最終的な目標は１００％を

目指すが、一度の改定で経費回収率１００％を目指す場合、相当、改定

率が大きくなってしまうため、一度の改定ではなく、段階的に目指すこ

とになった。 

 

社会資本整備総合交付金はいろいろあるが、５０～５５％で受けてい

る。金額は、例えば１億円の工事を発注した場合、満額の５０％で５千

万円となる。 

 

基本料金割合は、使用料全体のうち、基本料金としていただいた部分

の割合になる。 

 

 毎年、資本的収支が１６億円も不足しており、経費回収率が８７．３

１％となっている。費用削減や使用料の適正化を図る必要があるとの評

価をしているが、どの様な費用削減を行っているのか。 

 

 年間約１億円強の電気を使用していた磐南浄化センターの例では、水

質のバランスをとりながら、いかに効率的な運転ができるか委託業者が

研究を行った結果、令和３年度に７４０万 Kw だった電気の使用量が、

現在では 年間６３０万 Kw と、約１割以上、運転方法の工夫により抑

えることが出来ている。従前からの方法を当たり前として続けるのでは

なく、常に、費用削減について考えながら進めている。 

 

 ５年前の使用料改定では、審議会で決まったことが、１１月議会で、
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経費回収率１００％にすると上げ過ぎになると言われ下がったのか。 

 

前回の改定では、審議会の答申をそのまま議会に諮らせていただいて

いる。経費回収率１００％にする改定では、上げ幅が大きくなるため、

まずは、経費回収率８５％程度まで上げる答申をいただき、内部で検討

を行った結果、そのまま答申内容を尊重させていただき議会に諮ってい

る。 

 

 議会で、そのまま通ったということか。 

 

 はい。 

 

 ５年前の審議会では、非常に低い経費回収率を改善しないと事業の継

続性が計られないため、使用料改定を諮った。当時、使用料単価が１３

５円／㎥であったが、市民の負担を考慮して段階的に使用料を上げてい

くやり方を取った。今回の審議会では、経費回収率を１００％にする方

向に持っていきたいが、次の使用料改定の時期がいつになるか未だ決ま

っていないが、次の改定期間内には、経費回収率が１００％を超える改

定が出来たらとの思いではいる。詳しい日程が今後の審議会で出てくる

ものと思う。今後の審議会で委員の皆さん一緒に、しっかりと議論をし

ていきたいと思っている。 

 

使用料を改定するにあたって、基本料金の０～１６㎥／２か月だけの

排水量が少ない方に対して、改定していこうという考えか。 

 

基本料金と、従量料金の両方を合わせて検討を行う。 

 

 新しい使用料金表の見当が付かない。基本料金の部分をどれくらい低

く抑えているか判断できれば、従量料金の部分の検討ができると思う。

次回以降、資料提供をお願いしたい。 

 

 判断できる資料を示していく。少量の使用者について負担をどこまで

にするとか、大口の使用者の負担についても大きい負担のままでいいの

か、それとも抑えていく配慮が必要ではないかというご意見もあろうか

と思うので、両方の面からご意見をいただけるとありがたい。 

 

 磐田市のフェイスブックの、５年前の審議会長と市長との対話の中

で、「下水道事業のどこにコストがかかっているのか分析する必要があ



 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

る」という審議会長の意見に対し、「検討する」と市長が言っているが、

検討をしたのか。 

 

下水道事業経営戦略の長期財政シミュレーション等の計画を作る際

には、どのあたりで費用が大きくなっているか見ている。また、経営の

判断のポイントになるため、毎決算議会の都度、下水道事業の状況を示

しながら議会で審議をいただいている。５年前の審議会の中で出たご意

見に対しては、こちらで真摯に検討してきていると考えている。 

 

 令和７年度の水洗化率はどのくらいか。 

 

令和７年度で約９割が水洗化している。 

 

収益を増やす意味で、水洗化率の向上の提案が考えられるが、残り１

割の向上はなかなか難しいのか。 

 

 下水道未接続の方に対して、アンケートや接続の依頼等の努力をして

いるが、未接続の方のご事情や経済的なことがあり、接続は難しくなっ

ている。 

 

 使用料を上げていくのは、ある程度いたしかたないかと思うが、例え

ば汚泥の収益化の様な、その他のところで収入を増やす努力はあるか。 

 

 焼却施設の更新の際には、収入にできるようなことも視野に入れなが

ら更新の検討を進めている。 

 

 改定の範囲、５年以内には難しいものがあるか。 

 

 未だ、明確な計画は出来ていない状況にある。 

 

 無駄なものはないと思う。実際に、汚泥の肥料化や、アスファルト合

材化が行われているので、今はお金を払って処理していると思うが、立

場を強くして、収入にできる方向に動いていただきたいと思う。 

 

 わかりました。努力していく。 

 

 管路の耐震化が６５．７％はかなり高いが、枝管も入っているか。 
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 全て入っている。下水道の場合は、供用開始が平成２年度と、水道事

業に比べ遅く、耐震化済みの管が多く高めになっている。 

 

 排水量が０㎥の戸数が２．６％だが、水道事業は４．６％だった。こ

の差は何か。井戸水使用者が考えられるがどうか。 

 

 言われた内容が大きな要因かと思う。 

 

 料金改定については、あまり料金が高くなると水道から井戸水へ逃げ

てしまうというところがあるので、適正なところが難しいが、検討を進

めてもらえたらと思う。 

収益的収支の基準外の繰入金が減少しているのはすばらしいが、基準

内の繰入金が若干増えているが、物価高が原因か。 

 

 基準内の繰入金の増加は、物価高が主な要因かと考えている。 

 

どこかにあるかもしれないが、内部留保の資料が見当たらない。 

 

水道事業では付けていたが、下水道事業については見え方が難しいた

め省略をさせていただいた。 

 

 グラフに数値を入れて欲しい。 

 

 次回以降、参考にさせていただく。 

 

５.そ の 他（省略） 

６.閉 会（省略） 

 


